
八重山交流の歴史（2025.3.25 更新） 

かけはし交流のはじまり 

 平成５年（1993）、岩手県が開発した水稲新品種が岩手県の奨励品種に指定され、平成６年（1994）から大々

的に作付しようとしていた。しかしこの年、岩手県は作況指数 30（平年の３割しか収穫できない）という大冷害

に見舞われ、翌年用の種子確保の問題が浮上してきた。 

 国内で一番早く収穫できるところとして、沖縄県「石垣島」に種子の緊急増殖を依頼し、平成５年（1993）12

月、冷害の中かろうじて確保した種もみ２トンが石垣島に運び込まれた。石垣島の水田面積 250ha のうち 50ha

（東京ドーム約 10 個分）が岩手の種もみ生産のために用意され、５月には 116 トンもの種もみが収穫された。

石垣島で増殖された種もみが岩手に到着し、平成６年（1994）５月には初田植えが行われた。その年の秋、石垣

島産の種もみは大豊作をもたらし、この新品種の名称は『かけはし』『ゆめさんさ』と名付けられた。 

 

八重山高校と盛岡四高の姉妹校締結 

 岩手県高文連では、平成６年度秋の県高総文祭総合開会式から他県の優秀団体を招待する交流を始めていた。

平成７年（1995）の「岩手県高総文祭総合開会式」では、種もみ増殖のお礼も兼ねて、前年度の優秀校東京公演

に出場し日本一になった「八重山高校郷土芸能部」を招待し、本県岩泉高校田野畑校の郷土芸能と共演してもら

うこととした。この際、八重山高校の生徒達が高文連事務局の置かれている盛岡四高の生徒宅にホームステイし

たことが姉妹校締結の契機となった。 

 平成８年１月（1996）には四高生が八重山高へ初めて訪問・ホームステイをし、平成８年（1996）８月盛岡四

高にて、同 10 月 21 日八重山高校にて姉妹校締結式が行われた。平成 27 年(2015)には、八重山高校にて、交流

20 周年式典が行われた。 

 

交流参加者数 

回 年度 
盛岡四高 八重山高 

生徒 引率 生徒 引率 

0 
平成 7-8.1 

(1995-1996） 
(7) (1) 

郷土芸能部

(21) 
 

(1) 

1 8(1996) 7 1 9 1 

2 9(1997) 5 1 9 1 

3 10(1998) 10 1 10 1 

4 11(1999) 10 1 10 1 

5 12(2000) 10 1 10 1 

6 13(2001) 10 1 10 1 

7 14(2002) 10 1 9 1 

8 15(2003) 8 1 8 1 

9 16(2004) 8 2 7 1 

10 ◆17(2005) 9 2 8 1 

11 18(2006) 5 2 7 1 

12 19(2007) 7 1 10 1 

13 20(2008) 9 2 7 1 

回 年度 
盛岡四高 八重山高 

生徒 引率 生徒 引率 

14 21(2009) 5 1 8 1 

15 ◆22(2010) 7 1 12 1 

16 23(2011) 10 1 10 1 

17 24(2012) 7 1 7 1 

18 25(2013) 11 1 11 1 

19 26(2014) 11 1 10 1 

20 ◆27(2015) 10 1 8 1 

21 28(2016) 10 1 9 1 

22 29(2017) 9 1 9 1 

23 30(2018) 9 1 8 1 

24 令和 1(2019) 11 1 10 1 

 2(2020) 
コロナ禍により派遣・受入中止 

R3.12・R5.2 オンライン交流実施 
 3(2021) 

 4(2022) 

交流者数（小計） 218 28 216 24 



 

 ＊平成７年度は姉妹校締結前年度 

◆姉妹校締結記念行事実施 

  H17(2005)10 周年記念スポーツ交流 

  H22(2010)15 周年記念式典＠盛四 

  H27(2015)20 周年記念式典＠八重山 

  R07(2025)30 周年記念式典＠盛四 ＊予定 

 

《交流略史》 
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岩手県大冷害 

翌年の種籾不足が懸念された。そこで、翌年の種籾の緊急増殖を石垣島の農家に依頼。 

 

「かけはし」「ゆめさんさ」誕生 石垣島の種もみのおかげで大豊作。 

 

盛岡第四高校と八重山高校交流の第一歩 

岩手県高校文化連盟は、県高総文祭総合開会式で他県交流事業の一環として、前年度全国高

等学校総合文化祭最優秀校の八重山高校郷土芸能部を招待した。引率１名と生徒 40 名が盛岡

四高校生宅にホームステイした。  

 

交流０回生 

１月、盛岡第四高校生７名が石垣島を訪問（交流０回生）。その当時の盛岡第四高校の太田原

弘校長と八重山高校の仲本正宏校長の間で姉妹校締結について検討。 

 

 

回 年度 
盛岡四高 八重山高 

生徒 引率 生徒 引率 

25 ５(2023) 13 1 14 1 

26 ６(2024) 10 1 9 1 

27 ◆７(2025)     

28 ８(2026)     

29 ９(2027)     

30 １０(2028)     

31 １１(2029)     

32 １２(2030)     

33 １３(2031)     

35 １４(2032)     

36 １５(2033)     

37 １６(2034)     

38 １７(2035)     

交流参加者数合計 241 30 230 25 

回 年度 
盛岡四高 八重山高 

生徒 引率 生徒 引率 
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平成８年８月２６日：姉妹校締結  

盛岡四高にて、両校校長及び盛岡第四高校の吉田弘躬ＰＴＡ会長、八重山高校の東洋一ＰＴ

Ａ会長同席の元で「姉妹校締結式」を行った。  

 

平成８年９月２７日：交流１回生 

盛岡第四高校生７名、引率１名が石垣島を訪問し、交流１回生となる。  

 

盛岡四高創立４０周年 

 記念式典に八重山高校郷土芸能部を招待し、全国一位の演技披露。 

 盛岡四高創立 40 周年記念として、八重山高校から「シーサー」二体を寄贈。 

 

交流１０周年記念スポーツ交流 

10 月、姉妹校締結 10 周年記念事業として、八重山高校野球部（生徒 22 名、引率 2 名、保

護者 2 名）が来校し交流試合実施。１月、盛岡第四高校男子ハンドボール部（生徒 13 名、引率

2 名）が石垣島を訪問し交流試合を実施。 

 

交流１５周年記念事業 

盛岡四高にて姉妹校締結 15 周年記念式典実施。八重山高校校長、ＰＴＡ会長、尚志会会長他

16 名が来校。 

 

東日本大震災被災地支援 

 「牛汁炊き出し岩手“顔晴れ（がんばれ）”応援大作戦」として、八重山高校 PTA、生徒をは

じめとする有志 25 名、かけはし交流協会、盛岡四高 PTA、職員、生徒など有志 30 名を加えて

宮古市で炊き出し支援を行った。石垣牛の内汁 500 人分、おにぎり 500 個をふるまった。 

《支援団体》 

 ・八重盛４８の会（八重山高校 PTA・OB 有志の会） 

 ・八重高四高絆会（盛岡四高 PTA・OB 有志の会） 

  ＊「炊き出し・交流会」は全５回実施（H23～27） 

 

八重山高校創立７０周年 

八重山高校創立 70 周年記念として、盛岡四高校から南部鉄器「石割桜のオブジェ」を寄贈。 

11 月の記念式典、祝賀会に校長、副校長、PTA 会長、同窓会長など 24 名参加。 

 

盛岡第四高校創立５０周年 

５月、創立 50 周年記念事業として、八重山高校野球部を招待。 

創立 50 周年記念式典に、八重山高校の教頭、ＰＴＡ会長、尚志会から会長他６名、八重盛４

８の会 12 名の合計 37 名が出席。盛岡四高校の校章をモチーフした旗頭の頭に、旗には盛岡第

四高校 50 周年のシンボルである天馬のマークと「知命」の文字、その横に「新たなる伝統への

飛躍」をいれた旗頭を、八重山高校から寄贈。  
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交流２０周年記念事業 

八重山高校にて姉妹校交流 20 周年記念式典を挙行。 

学校、PTA、同窓会、教育後援会などの関係者 34名が参加。 

 

姉妹校交流事業実施に係る覚書 

 2017.2.20 付。2025(R7)年、盛岡四高において学校行事として交流 30 周年記念式典を行う。

以降については原則実施しないことを両校校長・PTA 会長名で確認。 

 

交流事業経費に係る覚書 

 2020.1.16 付け。生徒減を鑑み、簡素化の必要について、両校校長・PTA 会長名で確認。 

 

コロナ禍により人的相互交流中止 

 

12 月オンライン交流・メッセージ交換実施 

 

八重山高校創立８０周年 

 八重山高校創立 80 周年記念として、わんこ兄弟をデザインしたオリジナルタペストリー、バ

ンダナを盛岡四高校から寄贈。 

10 月、記念式典に校長、祝賀会に教育後援会長が出席。 

 

2023．２月オンライン交流・メッセージ交換実施 

 

4 年ぶりに八重山相互交流事業再開（生徒 13 名派遣、14 名受入れ） 

 

盛岡第四高校創立６０周年 

創立 60 周年記念式典に、八重山高校の校長、ＰＴＡ会長が出席。創立 60 周年記念として石

垣焼きの大皿（四方お越し）を八重山高校から寄贈。  

 

交流３０周年記念事業 

 

 

 

 

 

 

 

 


